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1 ．はじめに

循環型社会を実現するために「循環型社会形成推進
基本法」を柱とした循環関連 6法が制定された。その
一つである「食品循環資源の再生利用等の促進に関す
る法律」，いわゆる「食品リサイクル法」が2001年 5 月
から施行された。食品リサイクル法は食品廃棄物の発
生抑制とリサイクルを図るもので，食品関連業者の負
うべきリサイクル義務などを定めており，ホテルやコ
ンビニエンスストアなどから出される食品廃棄物のコ
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As a method for disposing kitchen garbage at home, new electric machine for garbage dis-
posal are being developed and are prevailing. It is expected that this trend will contribute to
reducing the amount of garbage emission. 
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tion of conversion process of garbage into compost . Also humus degree of produced com-
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ンポスト化・飼料化などの試みが始められている1），2）。
一方，家庭で発生する生ごみは廃棄物減量上重要な

対象であり，また資源化対象物である。この生ごみに
関しては，従来からコンポスト化が一部で行なわれて
きた。すなわち，自家処理として土中に埋めたコンポ
スト容器を用いて処理する方法がとられてきた3），4），5）。
これに対して近年，電動式の生ごみ処理機が開発・
市販されている。その主たる処理方式は微生物方式と
乾燥方式である。とくに前者は，撹拌装置による混合
の効果が大きく，悪臭の発生や衛生害虫の発生抑制の
面でコンポスト容器によるものと比較して大幅に改善
されたといえる。
この家庭用電動式微生物型生ごみ処理機（以下，生

ごみ処理機とする）は電機メーカなどから市販されて
ほぼ10年が経過し，1998年の売上台数は10万台弱とい
われ6），発生源での分散型処理システムの一つとして
有用視され,使用実績から今後の方向が期待されてい
る7），8），9）。
しかしながら，これらをオンサイト型処理機として

家庭で使用する際の最適な処理法や生ごみがどのよう
な変換を受けて，減量化が進行するかは必ずしも明ら
かにはなっていない。そこで，本研究では条件の異な
るいくつかの生ごみ処理実験を通して，処理機のもつ
処理性能ならびに適正処理を維持するための影響因子
を探る検討を行った。さらに分解過程に伴う生ごみの
質的変化および臭気発生のメカニズム等を明らかにす
るために時系列観察を行った。また，処理残渣をコン
ポスト化製品として有効利用するために腐熟度の測定
を行い評価した。

2 ．実験方法

2 ．1 対象とした生ごみ処理機

生ごみ処理機はTable 1に示すとおり，微生物分解
方式の 2 機種（処理機AおよびBとする）を用いた。
処理機Aの撹拌方式は生ごみ添加時に 6分，以降は30
分に 1 回（ 6 分/回）であり，処理機Bでは生ごみ添
加時に 2 分，以降は60分に 1 回（ 2 分/回）となって
いる。これは市販されている生ごみ処理機のほぼ代表
的な攪拌方式と考えられる。このほか，処理機Bには
処理機内を加温する装置が内蔵されている。これら，
生ごみ処理機は大学の実験室および一般家庭の台所に
設置した。

2 ．2 供試生ごみ

模擬生ごみとしてTable 2に示す組成の異なる4種
類を調製した。それぞれを，�ドッグフード模擬生ご
み，�油脂成分模擬生ごみ，�蛋白成分模擬生ごみ，
�野菜成分模擬生ごみとした。模擬生ごみ�，�，�
は24時間内の短期測定に供試するために，試料の均一
化ならびに生ごみの分解促進をはかるためにミキサー
で粉砕して用いた。また， 実際に家庭の台所から廃
棄される生ごみとして，�調理後に出る厨芥を流しに

Table 1 Specification of electric machine for garbage
disposal

Table 2 Composition of surrogate garbage
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廃棄する前に分別し，生ごみの種類を明らかにしたも
のを分別家庭生ごみとし，�シンク内排水口バスケッ
トに廃棄されたものをよく水きりした後に，ポリ袋，
輪ゴム，ラップなどの異物はできるだけ取り除くよう
にしたものを混合家庭生ごみとして用いた。

2 ．3 生ごみ処理機の性能試験

一般にこれら家庭用生ごみ処理機による生ごみの処
理時間は，生ごみ 1�程度を約24時間内で処理する仕
様となっている。そこで本実験では，処理機の処理性
能を評価するために24時間処理後の処理残渣について
測定した。すなわち，�定常的な処理状況を測る項目
として処理機内温度，pH，ORPおよび水分，� 処理
後に残留する有機物（DOC）および分解微生物の脱
水素酵素活性の測定，� 生ごみの減量化ならびに減
量特性の把握，� 生ごみ処理前後における臭気濃度
の測定，�生ごみ分解過程で発生するアンモニア臭お
よび大腸菌群等による細菌汚染の可能性についても検
討した。実験はTable 3に示す条件の異なるRun 1 ～
Run 6 とした。実験方法の大綱は，処理機A，Bに担
体として木質粉末および木質細片 6 ～12�を添加し
た。微生物源としては生物製剤および処理残渣を 2�
前後植種し，Table 3 に示す各条件で検討を進めた。
得られた結果のなかでpH，ORPおよび温度につい

ては非超過確率50％，75％，84％値等を求め集計処理
を行った。

生ごみの減量化は，処理残渣と担体の全量を目開き
5.6mmのステンレス鋼製篩いにより分離し，それぞれ
について秤量し減量化率を求めた。同時に未処理生ご
みの種類や形状変化について目視観察を行った。
生ごみの減量特性は，処理機B全体の重量を電子天

秤で計量しドッグフード模擬生ごみを添加し，添加直
後から約100時間にわたり時間間隔で計測した。この
間にドッグフード模擬生ごみ 1�を 4 回添加し，処
理機B全体の重量変化と経過時間の関係式「W＝－

kt＋ W0［W：処理機Bの重量（�），W0：初期時の
処理機Bの重量（�），t：時間（h），k：速度係数
（�/h）］から単位時間当たりの重量減少量を求めた。
生ごみ処理前後の臭気測定は臭気官能試験方法「三点
比較式臭袋法測定マニュアル」10）に準拠した。また，
生ごみ分解過程で生成するアンモニアの挙動について
は，90日間連続使用した処理機Aを対象に検知管法に
より測定した。なお，その他の測定項目は下水試験方
法11）に基づいた。

2 ．4 24時間内における生ごみの分解挙動

生ごみの分解過程を把握するために24時間内の時系
列観察を行った。条件は，処理機Aに担体として木質
粉末を 7�加え，処理残渣を 3�植種しTable 2 に示
す�，�，�の各模擬生ごみ 1�を各実験開始時に回
分で添加し，24時間内を 2 ～ 4 時間の間隔で測定し
た。項目は，�時間経過に伴う処理機内のpH，ORP，
水分および温度変化，�時間内に残留する有機物
（DOC）変化，�生ごみの質的変化をみるためのゲル
クロマトグラフィーによる分子量分画，�好熱性細菌
および酵素生産菌の検索を行った。
DOCの測定は，初期時ならびに各経過時間におけ

る処理残渣 1 gを水で100mlとし，よく撹拌してから
ろ紙No. 5 Aでろ過し全有機炭素計で測定した。分子
量分画に用いたゲルクロマトグラフィーの条件を
Table 4に示す。また，好熱性細菌および酵素生産菌
の測定方法は微生物の分類法12）に基づいた。

2 ．5 コンポスト化製品の評価方法

処理残渣のコンポスト化製品としての評価はコマツ
ナ（小松菜）の発芽試験ならびにえん麦の生長試験13）

より行った。さらに処理残渣の腐熟度の進行をみるた
めに処理残渣の養生試験を行った。なお，処理残渣は
2.4の実験で得られたものを供試した。
コマツナの発芽試験方法は，処理残渣10gを水で

300mlとし，よく撹拌後にろ紙でろ過し，DOC濃度が
200�/l，2000�/lになるように調製した溶出液を深
型シャ－レに10ml流し入れた。この中にろ紙を敷い

Table 3 Conditions of garbage treatment experimental

Table 4 Operating conditions of gel chromatography
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てからコマツナの種を100粒蒔き，1 日経過後の発芽
率および 5日間生長させた茎および根の長さについて
ノギスにより計測した。
えん麦の生長試験方法としては，処理残渣と市販培

養土の混合比を 4段階に変化させた条件にえん麦の種
を播き，10日間生長させたえん麦の全体長さおよび質
量について計測した。質量測定方法は，生長したえん
麦の合計量（対照：13本）を80± 5 ℃で30分乾燥し，
デシケータで30分放冷後に化学天秤で秤量した。
さらに処理残渣の腐熟度の進行をみるために，赤玉

土60gと処理残渣30gを混合したものを円筒管に充填
し，湿潤状態で97日間室温に静置した。初期値および
97日経過後のDOC溶出液についてTable 4 に示す条件
で分子量分画を行った。

3 ．結果および考察

3 ．1 生ごみ処理機の性能試験

（1）Run 1 ～Run 6 のpH，ORPおよび処理機内温度の
非超過確率値をTable 5に示す。Run1～Run 3 は処理
機Aによる実験結果であり，ドッグフード模擬生ごみ，
分別家庭生ごみおよび混合家庭生ごみを処理対象とし
ている。処理残渣のpHを非超過確率50％値でみると
6.9～7.1（n＝159）となり，pHが7.6を超える確率は
16％と低いことが示された。一方，処理機B（ Run 4
～Run 6 ）ではドッグフード模擬生ごみおよび分別家

庭生ごみを対象とした。pH値の非超過確率50％値は
6.6～7.7（n＝95）の範囲にあり，Run 6 ではpH8.1を
超過する確率は25％であった。
処理機A，BによるORP（Eh）値は＋90～＋437mV

（n＝254）とほぼ好気性域に維持されていた（Run 1
～Run 6 ）。両処理機のもつ撹拌機能は，Table 1 に示
すとおり処理機Aの方が処理機Bより撹拌回数・時間
ともに多くなっているが、ORP値の非超過確率50％
値は＋205～＋313mVを示し，処理機による大きな相
違はみられなかった。
24時間後の処理機内温度は，数値全体の約半数で27
～32℃（n＝254）を示し，全体の84％までを含める
と30～43℃となり，生ごみの自家発酵による温度の上
昇が明瞭に観察された。
以上のことから，Run 1 ～Run 6 の実験全体を通し

て生ごみ処理機による処理状況ならびに処理残渣の一
般的性状を把握することができた。
（2）Run 2 およびRun 4 では，処理残渣中の有機物
（DOC）濃度および脱水素酵素活性について測定した。
処理機Aによる残渣中の可溶性有機物を DOC値でみ
ると9.3～22.1 g/l（中央値：14.5g/l，n＝5）となり，
処理機Bでは28.2～55.8 g/l（中央値：35.1 g/l，n＝ 7 ）
を示した。処理機Bの方が高いDOC値を示す理由とし
て，Table 3 に示すように処理機Aの処理日数が42日
であるのに対し，処理機Bでは98日と長いことが挙げ
られた。このように処理残渣中のDOC値が比較的高
いことからコンポストとして利用できることの有用性
が示された。
（3）Run1およびRun 6 における微生物の脱水素酵素活
性をFig.1に示す。種々の脱水素酵素は有機物の生物
酸化におけるもっとも重要な酵素であるといわれ，活
性汚泥の活性な微生物の相対量を示す指標として用い
られている。人工下水で培養した内生呼吸による脱水
素酵素活性は1.2～3.0mg/g-ssが例示される14）。本実験
ではFig.1に示すとおり，処理機Aでは実験開始より25
日経過後に測定していることから数値は安定し，2.0
～3.9mg/g－残渣（中央値：2.8mg/g－残渣，n＝11）の
範囲にあった。一方，処理機Bでは処理期間における
微生物量の増殖傾向が顕著にみられ，初期値の
0.02mg/g－残渣は10日前後で0.42mg/g－残渣まで増加
し，それ以降は0.3～0.4mg/g－残渣で推移した。この
ように処理残渣の脱水素酵素活性を測ることで，生ご
みの酸化分解に寄与する微生物活性を確認することが
できた。

Table 5 Result of garbage treatments experimental
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（4）処理残渣中の臭気測定をRun 2 ，4 で行った。発
生する臭気は混合臭であるため，人間の嗅覚を利用し
た臭袋法により評価した。まず，室温に24時間放置し
た分別家庭生ごみ自体の臭気濃度は374であり，臭気
指数で表すと26になった。これを24時間処理した結果，
処理残渣A，Bの臭気指数は10および11（臭気濃度：
10および13）とほぼ同等になった。さらに， 分別家
庭生ごみ 1�を追加し24時間処理後の臭気指数をみ
ると，両者とも17（臭気濃度：55）が得られ，分別家
庭生ごみ自体に比し 1 / 7 ～ 1 /40程度に低下した。
なお，測定時の処理機内温度は25℃にあった。
［注］この臭気指数による規制は，臭気の原因とな
る物質が主として複合臭であることへの対応として平
成 7 年に悪臭防止法の改正1）で導入されたものであ
る。これによると，第 1 号規制の敷地境界線地表で
の基準値は10～21となっており，上記処理残渣の値は
範囲内にあった。また，分別家庭生ごみ自体の臭気指
数である26は，下水処理場の排出口付近の臭気と同程
度であり，処理残渣の臭気指数10前後の値は下水処理
場付近の環境中の臭気とほぼ同等の値であることがわ
かった10），15）。
（5）（4）では処理後の臭気について測定した。ここで
は生ごみの分解過程で発生する臭気についてアンモニ
ア臭の発生挙動を追った。Fig.2に示すとおり，処理
機A内は32.0～37.5℃の温度域にあり，生ごみを添加
してからほぼ8時間付近で37.5℃の最大となった。pH
は8.1～8.4のアルカリ性となり，生ごみを添加してか
ら 3 ～15時間におけるアンモニアは9.0 ppm前後にあ
り，24時間値では20ppmを示した。この値は， 悪臭
防止法の規制対象となっている工場および事業所系に
おける敷地境界線の基準値 1～ 5 ppmより約 4～20倍
高い値になる。

アンモニアの生成挙動を考えると，生ごみ中の有機
性窒素は蛋白質分解酵素によりアミノ酸に分解され，
pHがアルカリ性になると，アミノ基（－NH2）はデ
アミノースにより脱アミノ作用によりアンモニアまで
分解される16）。さらに水分の減少に伴うアンモニアス
トリッピングが臭気の発生を増大させると考えられ
る。とくに生ごみのような食品廃棄物中には有機性窒
素を多く含有するため，分解に伴うアンモニアの生成
は避けられないものと考えられる。このため， 臭気
発生を抑制するには処理条件を好気域とし，pHを中
性付近に保つことや適度な水分保持などが重要となろ
う。
（6）Run 2，4 の最終日では，生ごみの減量化率を求
め，未処理の生ごみについて目視観察を行った。期間
中に添加した分別家庭生ごみは50種類程度であり，野
菜くずと果物の皮が全体の約50％を占め，肉類が
1.4％を示した。処理後には，エビの殻，わかめ，枝
豆の皮，バナナやメロンの皮，モチなどが硬質化して
残った。
減量化率を求めると，処理機Aでは42日間に添加し

た生ごみの積算値は18�となり，木質担体分の12�を
加算すると30�になり，処理後の残渣量は湿重量で
14.6�であったことから， 木質担体分12�を差し引
くと篩い上の残渣2.6�が未処理分であり，生ごみの
減量化率として85％が示された。一方，処理機Bは木
質担体10�に分別家庭生ごみ12�を添加し，篩い上に
は2.6�が残り，篩いを通過した重量は10�であるた
め減量化率は78％が得られた。
（7）時間当たりに減少する生ごみの重量を求めた
（Fig.3）。生ごみ添加後における処理機Bの重量変化は
W＝－kt＋ W0［W：重量（�），W0：初期時の処理
機Bの重量（�），t：時間（h），k：速度係数（�/h）］
の速度式に従い，それぞれの k値として0.015～0.033

Fig. 1 Comparison of dehydrogenase activity of
microorganisms between apparatus A and B

Fig. 2 Time cources of temperature and ammonia in
apparatus A
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数は108～1010cfu/g（n＝ 6 ）が検出された。細菌類が
検出される理由として，生ごみの処理条件が 1 �/
回・日の回分添加であるために，60℃前後の高温域を
長時間維持できないことから細菌は不活化されないと
考えられる。一方でこの生ごみ負荷条件が発酵時のみ
の臭気発生となり，オンサイト型処理機としての使用
を可能にしている。このため，処理残渣の細菌汚染策
としては，しばらく養生し水分を減少させることや，
日光照射などを行えば対応できると考えられる。なお，
約 1年間養生した処理残渣からは大腸菌群は検出され
なかった。

3 ．2 生ごみの分解過程における挙動

（1）24時間内での処理機内温度変化をFig.4に示す。
このなかで，野菜模擬生ごみは40℃にとどまり，蛋白
成分および油脂成分生ごみは47℃まで上昇した。各模
擬生ごみ条件ともに40℃前後の高温域は 6 ～ 7 時間
維持されるが，徐々に低下し24時間後には室温付近に
なった。

pHの時間変化をみると各模擬生ごみ添加前のpHは
7.0～8.0を示し，生ごみを添加するとpHは6.0前後ま
で低下した。アミノ酸の分解では脱炭酸と脱アミノが
同時に起こることは少ないと考えられ，酸性下ではア
ミノ基（－NH2）がイオン化するため，イオン化して
いないカルボキシル基（－COOH）に微生物が作用し
脱炭酸が起こるといわれ16），前述したアルカリ性下の
ものとは反対の作用になった。
ORP（Eh）は各条件とも＋327～＋434mVの範囲に

あり，時間経過に伴う変化はなく安定して好気性を示
した。
水分の変化をみると野菜模擬生ごみ添加時（実験開
始時）の含水率は39.3％であり，Fig. 4 に示す温度上

�/hが得られた。k 値は，生ごみの添加回数が増す
につれ大きくなり，1回目添加条件より 4回目の方が
約 2 倍高い k 値となり，これは時間に伴い累積する
生ごみや生成した水分が加算分として影響し，直線の
勾配を高めていると考えられた。得られた速度式より，
生ごみ 1�を24時間処理するとおよそ200～640g程度
まで減量することが推算される。
（8）Run 3 では生ごみ処理に及ぼす負荷変動の影響に
ついて検討した。1日当たり 4人家族で廃棄する生ご
み量は，80～3050g/日（中央値：850g/日，n＝94）
の範囲にあり，1人 1 日あたりの排出量に換算すると
20～763 g/人・日（中央値：213 g/人・日，n＝94）
になる。すなわち，実際の排出量を処理しようとすれ
ば，このような負荷変動に対応しなければならない。
上記の廃棄量を処理するRun 3 の実験を行った結果，
処理残渣のpHは6.4～7.6 （中央値：6.9，n＝96）を示
し，ORPは＋220～＋437mV（中央値：＋313mV，
n＝96）とほぼ好気域で処理は進行した。
しかし，108日間処理した処理残渣全体の外観は黒

い球状になった。これは生ごみの長期処理と過負荷に
起因すると考えられ，処理機内の発酵物が塊状化し，
それが水分などにより連結肥大化した結果と推察され
た。なお，本条件における含水率は33～48％（ 中央
値：44.7％，n＝ 6 ）の範囲にあった。また，その他
に生ごみと一緒に混入してしまったチキンの骨，ポリ
袋，ラップ，輪ゴムなどが撹拌機に絡みつき撹拌を停
止させることが時どき生じた。これらのことから，処
理機内の担体の適宜交換や処理機内に異物を混入させ
ないことが留意点として挙げられる。
（9）処理残渣中の大腸菌群および一般細菌の検出を行
い細菌汚染の可能性を探った。大腸菌群は残渣湿重量
1 g 当たり106～107cfu（n＝ 6 ）が得られ，一般細菌

Fig. 3 Weight reduction of apparatus B for surrogate
garbage addition

Fig. 4 Temperature change of composting process for
surrogate garbage addition
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昇時，すなわち発酵時にあたる 6時間付近では48.0％
の最大となり，分解に伴い生成された水分の加算分が
測定された。また，24時間値は41.6％になった。一方，
蛋白成分および油脂成分模擬生ごみの含水率は52～
55％の範囲にあり，24時間内おける大きな変動はみら
れなかった。
（2）生ごみ分解に伴う有機物（DOC）を時系列で測
定した。添加直後における野菜成分および蛋白成分模
擬生ごみのDOC値は14.1 g/l，13.0 g/lを示し，油脂成
分模擬生ごみは28.8 g/lであった。野菜成分模擬生ご
み条件下では，処理時間の経過に伴いDOCは減少し，
24時間値で44％の減少率を示した。一方，蛋白成分お
よび油脂成分模擬生ごみ条件では24時間内での顕著な
DOC減少がみられなかった。このため，模擬生ごみ
を添加せずに撹拌のみで継続した結果，蛋白成分模擬
生ごみは5日間で25％の減少率となり，油脂成分模擬
生ごみは23日間で37％の減少率となった。以上のこと
から，24時間内における蛋白成分，油脂成分模擬生ご
みの分解は温度の上昇等から，中間代謝物までの進行
であることが確認され，これら生ごみの酸化分解には
時間のかかることが示された。
（3）さらに油脂成分模擬生ごみ処理残渣を対象に溶出
有機成分の分子量分画を行った。油脂成分模擬生ごみ
は， Table 2 に示すとおり食用廃油以外にドッグフー
ドおよび野菜が含まれている。そこで初期時のDOC
溶出液としてはドッグフードおよび野菜を対象に分子
量分画を行った（Fig.5）。ドッグフード由来のピーク
は40mlと75mlに，野菜基質は75mlのみにピークが発
現した。次に油脂成分模擬生ごみの23日間における処
理残渣溶出液のクロマトグラムをFig.6に示す。処理
日数に伴う各ピークの溶出位置はFig.5のものと一致
しており，40mlのピーク高さは処理日数が経過する

につれ小さくなり，これよりドッグフード由来の有機
物質の低分子化が推察された。
処理機内に増殖する好熱性細菌として，55℃付近で

生息可能な好熱性細菌を単離した結果，細菌数は105～
106cfu/g－残渣が検出された。これらの細菌はグラム染
色陽性の桿菌が優勢であった。また各模擬生ごみ処理
残渣を対象に，脂質，蛋白質および炭水化物を分解す
る酵素生産菌の検索を行った結果，寒天培地上に各酵
素生産菌による明瞭なクリアゾーンの生成が認めら
れ，各模擬生ごみ分解にはこれら酵素生産菌の寄与が
あるものと考えられた。

3 ．3 コンポスト化製品としての評価

（1）処理残渣の腐熟度を評価するためにコマツナの発
芽試験を行った。DOC溶出液濃度として200�/l，
2000�/lになるように調製し用いた。Table 6に示す
とおり，対照（イオン交換水）およびDOC濃度200�
/lの発芽率は98％を示したが，DOC濃度が2000�/lに
なると90％を示し若干の発芽阻害があった。茎および
根の長さは，両者とも対照以下にはならずDOC濃度
が200�/lでは，対照（平均値：27.1mm，n＝100）よ

Fig. 5 Gel-chromatogram of surrogate garbage

Fig. 6 Change of gel-chromatogram of extractants
from solids

Table 6 Germination test of Komatsu greens

Temperature:25℃ , Fluorescent lamp:1250LX,
Germination time:24h, Growth time:5d Sample num-
ber:100
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り1.5倍の生長を示した。以上より，処理残渣水溶液
のDOC濃度が2000�/lまではコマツナの生育を阻害
する現象はみられなかった。
処理残渣をコンポストとして施用しえん麦の生長試

験を行った（Table7）。対照（培養土のみ）によるえ
ん麦は体長が266�まで生長し，質量（13本合計量）
は0.47gであった。この値と比較すると，処理残渣と
培養土の混合比を 2：8 にすると若干の生長促進効果
があり，混合比が 5：5 になると質量および体長とも
に1/2となりえん麦の生長は阻害された。
（2）さらに処理残渣の腐熟度の進行を分子量分画から
評価した（Fig.7）。処理直後のゲルクロマトグラムの
パターンは，溶出量10ml，20mlおよび35mlにDOCの
ピークがみられた。これはポリエチレングリコール
（PEG）標準物質の分子量相当でみると17000，2000
および70前後になる。一方，97日間養生させると発現
するピークは35ml（PEG：70）のみとなり，養生す
ることで処理残渣中DOCの低分子化は明瞭になった。
以上のことから，処理残渣をコンポストとして施用

するには，しばらく養生後に施用し植物には直接接触
させない施肥が望ましいと考えられた。
（3）その他に処理残渣をコンポスト化する場合の留意
点として，生ごみ由来の塩分蓄積が考えられるため，
家庭混合生ごみを約 3ヶ月間連続処理した結果，処理
残渣中にはNaCl含有量で0.4％の蓄積が認められた
（Run 3 ）。以上のことから食品廃棄物由来のコンポス

ト化製品については，塩分濃度を確認することの必要
性が示唆された。

4 ．まとめ

本研究では，生ごみ処理機の処理性能ならびに適正
処理条件の検索を行い，生ごみの分解挙動を明らかに
した。処理残渣についてはコンポスト化製品としての
有用性について評価した。
得られた知見をまとめると次のとおりである。
1 ）幾つかの処理実験を通して，本処理機の性能を評
価すると 1 日処理後における処理残渣の性状は，
pHが6.6～7.7（中央値），ORP（Eh）値は＋205
～＋313mV（中央値）であり，生ごみの減量化
率は80％前後であった。また，生ごみ減少速度定
数k値は0.02～0.03�/hが算出された。ただし，
エビの殻，もち，枝豆の皮，バナナの皮，メロン
の皮，タマネギの皮などが硬質化して残った。

2 ）処理残渣の臭気濃度は10～13前後を示し，この値
は生ごみ原臭の 1 / 7 から 1 /40であった。一方、
処理過程において発生するアンモニア臭は最大値
で20ppmと高い値で検出された。

3 ）24時間内における生ごみの分解挙動をみると，発
酵等に伴う温度の上昇は 3 ～ 6 時間後に40～
47℃となり，有機物の減少をDOCからみて野菜
生ごみは易分解性であるものの，蛋白および油脂
生ごみについては顕著な減少はみられなかった。
本培養下では，好熱性細菌が105cfu/g－残渣で検
出され，蛋白質，脂質および炭水化物分解酵素生
産菌が確認された。

4 ）以上ことから，生ごみ処理機の最適な活用方法は，
�生ごみを過負荷にしない，�生ごみ添加を 1�
/回・日とする，�担体を適宜交換する（長期使
用としない），�pHを中性にし，水分は50％前後
に保持する，�生ごみを添加する時間に工夫し、
臭気発生を遅らせる（夜間に発酵が始まるように
する），�異物や分解しにくいものを混入させな
いことなどの基本事項をきちんと遵守することに
なろう。

5 ）処理残渣のコンポスト化製品としての評価は，発
芽試験結果および大腸菌群の検出ならびにゲルク
ロマトグラムなどからみて，処理後しばらく養生
してから施用し，植物には接触させない施肥が望
ましいと考えられる。

Table 7 Growth examination of wheat

Fig. 7 Daily change gel-chromatogram for garbage
into compost

Elution Volume（ml）
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